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オリンピックと保健体育

枇紀のオリソビック東京大会も，もう間近かに迫っ

てきた。 9月15日からは，選手村は開村になり ，世界

各国の迅手，役員が続々と日本を訪れてくる。それに

つれて，外国の観光客も一度にど っと集まってくる。

東京大会の競技施設や競技運営の施設ももう大部分

は完成し，8月末か 9月初めには残った施設も全部完

成することにな っている。 これらの競技施設に要した

経屈は 202億円である。

このほか，競技場，選手村，国際空港等を結ぶ道路

や高速珀路の建設，米軍が使用していた選手村の代替

宿舎の泣殷等の公共施設整備に， 1,840億円，大会運

営のための経骰が， 93億円を要する ことになってい

る。

以上のいわゆる肛接的経毀の総計は，約 2,450億円

に逹している。

なお，オリソビックの経骰としては， このほかに，

間接的経殴が合計8,080億円といわれているが，その

中には，東海遥新幹線，中央線の複々線，地下鉄，国

際空港等の建設整備費が約 6,950億円も含まれてい

る。

これらを合計すると，オ リンピック東京大会のため

に， 1兆500億円を使ったという ことになり ， 1年間

の国家予箕の半額に匹敵する金額をオ リソビックのた

めに投入したことになる。もっ とも，これらの施設は

オリ ノ` ピック後も．国民なり，都民のために十分利用

されるものがすべてであると思う。また，これらの道

東京都教育庁体育部品 ,'— 

木下 伸 太郎

路や関連施設はオ リンピックがなければ，必要性は痛

感されながらも，実施年次がつぎつぎと繰延べを余俊

なくされたであろうと思う。

オリソビック東京大会を1烈催するための施設や道路

は， 1960年に開催したローマ大会の競技施設や道路に

比較して，決して劣る ことのない立派なものになると

信じている。

それでは， ‘‘日本は一体何本の 日の丸が上り ，金メ

ダルが幾つとれるか”ということをみな聞かれるので

ある。オ リソビック東京大会の開催が決定した翌年，

日本体育協会は，日本オ リソビック委員会の中に，「東

京オ リソビック選手強化対策本部」を設け，東京大会

の競技種目20競技団体を援助し，競技々術の向上のた

めに強化合宿，コ ーチの増員，資質の向上，科学的 ト

レーニ ソグの研究，国際交流などの事業を行なってき

た。

その結果，各競技団体の入賞目標がはっきりしてき

た。即ち，体操， レスリング，柔道，水泳，ボクシソ

グ，ライフル射撃，バレーボール，クレー射撃，陸上

および重星あげの順に合計34の金メダル獲得を予想し

ているのであるが， これはあくまで努力目標であっ

て，選対本部長の大島氏は， 15以上を目標として頑張

るといっている。

15以上の金メダルがとれれば， ローマ大会における

イクリアが15箇を獲得して，ソ連，米国についで第3

位とな った実紹に照して，わが国も第3位 となること
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ができるであろうし，また，これだけはぜひ頑張って 僅か 2週間の行事でしかないのである。

もらいたいと思う。

然し，オリソヒ°ック競技大会の目的は，スポーツに

よって健全な精神と健全な肉体を3超い，また， 日ごろ

鍛えた批界各国の青少年が，ー場に集まって競技を行

ない，それを孤してお互いの理解と友情を深め，世界

の平和に貢献しようとすることである。この精神から

してオリソヒ°ック＇は ，、以ず勝つという ことではなく

て，フェアプレーの精神でベストを尽くすというこ と

でよいのではないか。

オリソビック開催期間中には，外国選手，役員その

他一般観光客を含めて，いつもより 13万人も多く外国

の人が日本を訪ねてくるであろうといわれている。 こ

れら外来の客を迎えて，よい日本の印象をうえつけ，

オリソビ ック後における 日本と外国との親善関係を深

めるためには，オ リンピ ックはまたとないよい機会で

ある。

そこで，民間の団体による，東京都オ リンピ ック国

民連動推進連絡会議が結成され，次の七部門に亘る連

動を展開して済々と実績をあげつつある。

1. オリンピ ック理解運動

2. 国際理解運動

3. 公衆道徳高揚運動

4. 商業道徳高揚運動

5. 交通道徳高楊運動

6. 国土美化運動

7. 健康増進運動

このう ら， 1から 6までの項目は，オ リソビ ック を

迎える国民，または，都民として当然のことである

が， 7の健康増進運動は，オリ ソビ ックを機会に，国

民全体の体位を向上させ，国民全体が何かのスポーツ

を実際に行なうようにしていこうという趣旨である。

日本が，オ リンビ ック東京大会を開催する ために

は，前述したとおり 1兆円以上の巨殴をかけ， 5年間

に亘る選手強化を行なってきたのであるが，所詮，大

会がいかに感激的に，いかに立派に成功しようとも，

日本国民の平均寿命は，昭和37年に男子が66.2年，

女子が71.2年であ って，戦後急速に16.7年の伸びを示

しているが，まだ，欧米諸国の平均寿命に及ばない。

また，東京都の小学校児童の体位を見る と， 戦後普

及した学校給食や，それに伴う家庭の栄捉改善が進ん

だ結果と思われるが，最近の10年間に身長において 5

乃至7cm,体重において 2乃至4kgの伸びを示し，

梵異的な発育ぶりであるが，まだ，到底欧米諸国の同

年令の児蛮の体位には及ばない。これは， 食生活の改

善はしだいに礁んでいるが，まだ，一般常識と しての

栄蓑改善までには浸透していないためである。

先般，わたしは，欧州旅行の際，スエーデ‘ノのスト

ックホルムで，ゲルデスス コーラ ソという 9年制のプ

ライマリースク ールを視察した。そこの学校給食を見

せてもら ったが，パソは黒パソ 2切れにバターを付け

たもので， 日本の給食バンの半分くらい，これに必ず

肉か魚の調理したものが 1fillと， ミルク という内容で

あるが，担当の先生は， 800カロリー， ビクミソC,

A, Bに， ミネラル， カルシ ゥムを配合してある と説

明して くれた。 この国では， 学校給食は無料である。

わが国の学校給食は，小学校の低学年で600カロリ

ー，高学年が700カロリーとな っていて，スニーデソ

に比絞して 100乃至200カロリー少い現状であるし，

中学校では昨年からミルクだけの給食を始めたばかり

で， 完全給食はこれから年次計画で始めようというと

ころである。一日も早く，無償で義務教育学校の全児

童生徒に， 十分な栄捉価のある完全給食を実施するこ

とが急務であると思う。

このようにして，体位の向上を図り，立派な心身を

育て上げるとともに，国民全体がスボーツを行なうよ

うに振興していくことが必要である。

政府において行な った，スボーツに関する世論調査

の結果を見ても，スポーツが好き63%,好きでも嫌い
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でもない28%で，嫌いは僅か 9%に過ぎない状況であ

る。また，スポーツをする場所の調査では，学校14%,

あき地や道路12%,職場の施設9%,公共の施設5%

という結果を示している。

これを見ても，スボーツは大部分が好きであるが，

やりたくても施設が足りないため，あき地や迎路を利

用しているという状態で，スポーツ施設の不足は歴然

たるものがある。

文部省の昭和38年度における，公立社会体育施設設

置状況淵によると，全国の体育館等は 368, 迎動場等

1,301, 水泳プール426,野外活動セソクー 186, その

他190,合計2,471,その敷地面釈は約3,500万m2で，国

民1人当りに換算すると僅かに 0.35m2である。外国

における迎動場面積の 1人当り所要基準は，イギ リス

においては20m2と規定し，アメリカにおいても 5m尺

ドイツは 3m2を基準としている。諸外国に比し，わ

が国の迎動場面積は佑oにも足りない状況である。

オリソビックの競技施設が 200岱円をかけて完備さ

れたが，そのうら新設されたものは極めて僅かであ

って， 大部分は近代的に改装されたものである。新設

のもの，改装されたものもオリソビック終了後は，国

民一般が使用することとなろうが，その使用はどうし

ても競技俊先となって，一般大衆の使用は二のつぎと

なり勝ちである。このことから，都においても，オリ

ンビック終了後の駒沢オリンピック公園の総合迎動場

（東京駒沢公園競技場）

’ 
.,• :, . 

昌ー

（左が室内体育館）

施設の使用については，極力都民大衆が自由にきてス

ボーツを楽しめるようにしたいと考えている。然し，

これとて新たにできた迎動場等を面依で見れば，僅か

に20~30万而 にすぎないであろう。

全国46都道府県のオリソビ ック選手強化組織の連合

体である東京オ リソビ ック選手強化全国協議会は，本

年 2月総会を開き次のような決議を行なっている。

「オ リンビック東京大会を出発点としてアマチュア

スポーツの健全な発展を必要とするとき，ここに下記

理由を付し本協談会の総意をもって何らかの形におい

て，この組織を恒久的に存続することを強く要望．す

る。

1. 東京オ リソビ ック大会を契機として築かれた組

織および諸対策の充実と活用

2. スボーツ人口の拡大と競技技術の強化

3. スボーツ価値観の普及，高揚

4. スボーツ振興のための地方，中央の密接なる連

けVヽ

この決誠は，アマチュアスボーツの発展のために

は，スポーツ人口の拡大と競技技術の強化が必要であ

り，このためには競技場，迎動場等のスポーツ施設の

増設と，指涵者を多く造ることが必要であり ，また，

スボーツ振卵のためにせっかくできた中央，地方の連

けい組織を存続させることを強く要望しているもので

ある。
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また，去る 7月24日政府の諮問機関である保健体育

審議会は，文部大臣の諮問した「スボーツの振興に関

する基本計画」に対し，次のような趣旨の答申を行な

っている。

「オリンビック東京大会の開催は，競技施設の整備

やスボーツ技術水準の向上を促進したのみでなく，ひ

ろく国民特に青少年がスポーツに対し理解と関心を深

めることに大いに貢献している。大会終了後におい

て，わが国のスポーツがい っそう振興されなければな

らないが，そのためにはスボーツに対する国民の熱意

と関心が盛り上りつつある事態に即応し，時期を失せ

ず適切な措置が講じられなければならない。

国民の大多数は自らスボーツを行なう機会をもた

ず，これを見るのみに終っているのが現状である。し

かし，スボーツは本来，国民のひとりひとりが自発的

に楽しみながら行なうところに真の意義がある。これ

を実現するためには，スボーツ施設の整備，スポーツ

指迎者の投成およびスポーツ組織の育成等が最も重要

であり，国および地方公共団体は，これら諸条件の整

備確立に努めるべきであり，長期的，総合的な計画を

樹立する必要がある としている。

このうち，施設の整備充実については，

運動場 （広場） および体育館

すべての市町村に運動場（広場）および体育館を

少くとも，各 1カ所設置することを原則とし，人口

5万以上の地方公共団体にあ っては， 5万人ごとに

各 1か所の施設を施置すること。

水泳7゚ール

すべての市町村およびすべての小，中，高等学校

に水泳プールを設置することを原則とすること。市

町村におかれるプールについては，市町村の人口数

等に応じた適宜の数のプールを設骰する こと。

運動場照明施設等

1. 夜間定時制高等学校における体育振興のため，

すべてのこれら学校の述動場に照明施設を設置す

ることを原則とすること。

2. 大都市等の一般住民のスボーツ振卵のため，地

域内のすべての公立小，中学校に．学校開放実施

に必要な運動場照明施設その他の諸施設を設置す―

ること。

野外活動施設 （キャンプ場）

各都道府県に数か所の野外活動施設（キャソプ

場）を設置することを原則とすること。

この場合少なくともさしあたり，各都追府県ごと

に2カ所程度の施設を整備すること。

また，これらの諸施設が適正に迎営されるために

は，それぞれの施設に適正な指磁者が配駕されるこ

とが必要であるので，その施策もあわせて推進する

ことが必要である。」

この答申は，スボーツ施設の整備とスボーツ指遥者

の設置を，国および地方公共団体に対し強く要望して

いるものである。

欧州諸国のスボーツ政策を見ても， 英国では，政府

への建議書が発表されて，スポーツ振興委員会を設立

し，毎年5億円 (50万ボ｀ノド）を政府が支出，青年の

スポーツに対する関心を高めている。また，西独では

体育スポーツの「黄金計画」がオリソピック協会の提

唱で実施され，西独全土に15年計画で67,000のスボー

ツ施設を造る計画を実行に移し，各州，各市，各町村

に5種類のトレーニングセンターをつくりあげようと

している。

このように，各国とも国民特に青少年のスボーツに

力を入れていることは明らかで，このために，オリソ

ピック東京大会は史上最大の大会として，はなばなし

く展開されるであろう。また，4年後のメキシコ大会

を目標として，世界各国は青少年のスボーツを振典さ

せていくことであろう。

われわれは，オリンピック東京大会というせ っかく

の好機を迎えたのである。保健体育審談会の答申の線

に沿って， 4年後のメキシコ大会，否， 8年後の大会

を考えて，国民全体特に青少年のスボーツの思を淳＜

し，立派なスボーツ指祁者を数多く蓑成していくため

の，あらゆる施策が早急に確立されることを望む。
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健康増進に重要なビタミン A

ピク：ソAが発見されたのは今から50年も前のことであり

ます。牛乳，肝油などの中に動物の健康維持と発育に欠くこ

とのできない脂浴性の因子の存在することが明らかにされ

て電これにAと命名しました。かくでAの本態を明らかにす

るため各国で研究が進められ，本邦でもクラ肝油からAの抽

出研究，さらに生理的に有効なAの結品状誘母体の製出など

多くの俊れた研究が行なわれました。 1931年にスイスのチュ

ウリッヒ大学の Karrer教授がオヒョウの肝油から Aを抽

出して，その化学構造を決定し， 1937年ころには純粋なAの

結晶がつくられました。 Aの合成は他のビタミソより大分遅

れましたが，遂に1946年にスイスの Jslerその他の人々によ

って達成され，その後米国等でこれが工業的に実施されまし

た。このようにAの化学的研究は今日ほぼ完成の域に逹した

観があります。他方Aの生理作用に関する面では視覚におけ

るAの重要な役割が米国の Waldによ って明確にされまし

たが，その他の身体における作用機構については不明な点が

多く目下各国で盛んに研究が進め多れています。

Aの欠乏によって生ずる障害は古く 9から知られています。

文化の進んだ現在においても，なお欠乏症の発生が認められ

ています。Aは雑康にとって重要な役割を狐ずるもので，食

習tl't上Aの不足を来し易いわれわれにとってAの重要性を認

識し，その十分な補給をはかることは大切な問題でありま

す。

ピタミンAの作用 ・i I'  

此学1惑士 ロ 田正 信

は生命維持，発育促進，上皮組織の正常保持といった身体の

全体に対する励きであります。

人体のAの欠乏によって生ずる症状に次のものがありま

す。

迄ーAは網膜の円柱細胞に含まれる光に惑ずる色素

（ロードプ・ンソ）の楷成成分で，この色素は光化学変化を行

なって視槌を生じます。 Aの欠乏はこの色素の再生を妨げて

夜盲症を来します。また色を識別する視覚にもAが関与して

います。

眼乾燥症—A欠乏による全身症状の現われの一つで， 結

膜，角膜が乾燥し，涙）腺も浸されて，劇しい場合にけ失明を

来します。古く明治35年ころ栄挫不良児に多発して，これに

肝油を与えて治療したという記録があります。 今日では重症

のものはまれになったといわれています。

皮府 ・ 粘膜の節害—前号の小柳博士の記事にも見られる

ように， Aは粘膜の組織，粘液の形成に大切な働きをするも

のであります。したがって欠乏すると皮府は乾いて， しわが

より，灰色に変り，毛孔が角化突起していわゆるサメ）―けにな

ります。毛髪もつやが無くなり ，もろくなり，爪も白く不透

明になるなどの変化が起こります。また呼吸器，消化器など

の粘膜が変性萎縮し，分泌腺も変化して正常の機能が営めな

くなって二次的にさまざまな疾病をひき起こします。

回虫感染の防止にAの有効なことは古くから知られていま

す。これはAが腸粘膜を正常にし，分泌腺の鋤を完全にする

ためと推測されています。千葉大学医学部で学盛について駆

動物実験で認められるAの欠乏症状として生長節害，眼乾 虫後の再惑染率に対するA投与の影評を 1ヵ年にわたって観

採症があリ，上皮細胞の退行性変性も欠乏の特徴でありま 察して明らかなAの回虫感染予防効果を認めています。

す。Aの作用を大別すると 1つは視北に関係するものと，他 ．軽度の欠乏症,---,-UJ:. q) J: うな臨床上明らかに認めうる欠
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乏症は今日比較的少くなったといわれます。しかし隠れた欠

乏は決して少なくなく ，その抵抗力減退，発育障害といった

悪影評は霜過できない問題であります。

Aの欠乏を起こす原因には本質的なものと二次的なもの と

あり，前者はAの摂取の不足，後者は病気によるAの吸収の

障害または体内の梢耗の増大に基づくものであります。また

盛んな発育，運動，労働，種々のストレスなどはAの消耗を

読め欠乏し易い状態をもたらします。大阪市立医大の裔井教

授は日本人の正常血液100cc中には約150単位のAが含まれ，

これが90単位以下の場合は欠乏と考えてよく ，日本の幼児，

学童の血中のAは満足すべき値でなく ，比較的恵まれた地域

においてもAが不足していることが認められると述べていま

す・。

さらにAの作用として骨や歯のホウロウ質の形成また神経

系にも関係することが知られ，また味やにおいに対する惑覚

にもAが有効に鋤くという研究が発表されています。

ピタミンのA補給の問題

動物体にどの位のAが必要であるかということについて多

数の研究が行なわれてきました。必要祉には欠乏症を予防し

得る最低必要址と血中のAを正常に保ち，良好な栄務状態を

維持させ， Aの十分な作用を発揮させる最適必要誠とがあり

ます。 Rubinおよび Ritterが種々の動物についてまとめた

ところによると，この二つの必要鼠の問には概略 4倍の開き

が認められます。人体の場合体厘 1kgにつきほぼ最低必要

抗30単位， 最適必要星 120単位となります。 またコロンビ

ヤ大学の Sherman教授は種々動物のA投与祉と寿命の関係

を研究して長命には必要械の 4倍のAを摂ることを推奨しま

した。

日本人はAを主として植物性食品中のカロチ｀ノで摂ってい

ます。カロチンは体内に吸収されて後にAに変化して慟くも

のでAの母体であります。食品中カロチソの利用率如何は日

本人の栄姜上大切な問題で，ビタミソADの研究組織として

戦後結成された脂溶性ビタミン総合研究委員会で本問題につ

いて共同研究が行なわれました。その成紹によると従来考え

られていた以上に植物性食品中のカロチソの吸収が悪いこと

が判明しました。食品の種類，調理法によって異なります

が，• 平均してカロチ｀ノの効力がAの 3 分の 1 に過ぎない こと

が認められました。昨年末出阪された資源調査会編集の日本

食品概準成分表ではAとカロチソの含址を別々に示し，さら

にA効力という欄を設け，カロチ｀ノが体内で示す生狸的効力

を考慮して，これをAに換算してAそのものと合計した数値

を示しています。

肝油はAの発見されない遠い昔から薬用に用いられ，栄挫

不良，結核に効果が認められていました。 Aの発見によって

肝油はAの最も俊れた供給源であることが明らかにされまし

た。従来虚弱者，病人を主に対象としていたのが，健康の増

進へと目棚が変化してきました。殊に第二次大戦後限生省の

国民栄挫調査が毎年行なわれ， 日本人のA摂取批が常に不足

していることが明らかにされるに及んで，いかにしてfl本人

にも っと多くのAを摂らせるかについて各方面で努力が払わ

れています。ビタミ 1/A強化食品の発逹もその一つの現われ

であります。学校給食でも 1日の児童の所要品の半分を給食

で与えるという基準に適合し得るように給食用小麦粉に 1食

当り 500単位のAが強化されていることはご承知のとおりで

あります。

近年のAの製造，加工の発達，製剤技術の進歩は経済的

に，確実にAを補給する遥をひらきました。

最近しばしばAの過剰症の問題が取り上げられていま す

が，過剰の害は必要址の 100倍といった大裁を連用した特殊

な湯合に起こるもので，普通の栄養補給に用いられる艤では

全く害作用の懸念はありまぜん。しかしAを正しく使用する

ことは大切であります。毎日適量を継続して摂取することが

理想的な方法であります。 AもDも一度に多批をまとめて摂

取するよりも毎日に分けて摂る方が有効であるという研究が

発表されています。

すでに記したように，植物性食品のカロチンに依存してい

る日本人は，日常の食物で必要な蘇のAを摂ることが困難

で， Aそのものを摂ることが勧められています。学童への肝

油の給与は大正年代の終りころから始まったと思います。漸

次普及して虚弱児のみでなく丈夫なものの一陪の健康増進を

目的として行なわれ今日に及んでいます。

Aは単に基準位を満たすだけでなく，更に一歩をすすめ

て，釈極的健康増進を目標として十分に摂取し，いかなるス

トレスにも耐え得る健康体の形成をはかりたいものです。

（会長 ・研究所長）
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肝油の製造について

(4) 肝油のビタミンA濃縮法（各論）

工学博士清 水 常

前回は概説にふれま したので，今回は各論として分子蒸留 す。そして数 cm離れたところに冷却面をおくと，そこに到

法とけん化濃縮法について述べ，最後に肝油およびビタミン 達して凝縮するので集めることができます。

油の分類をあげて 4回にわたったお話を完結いたします。 大気中で加熱するときは空気分子が多くて，これにビタミ

現在は本邦においても ビタミンAの合成工業が企業化され ・ノAの分子が衝突するので，この現象は起こりません。この

ていて天然の肝油の製造は一時のように隆盛ではありません 原理による蒸留を分子蒸留と呼び，これにより肝油のビタミ

が，肝油の薬効はピタミンA,D以外にも見直されてよいと ノ`Aを平均7~8倍に濃縮できます。

思われる点もあるので（本誌 27号， 14頁参照）良質の肝油

の製造，肝油から未知の有効成分の探索，分離などは今後も

続けられることでしょう。

分子蒸留装置の種類

(1) 静止式蒸留器 pot still 

(2) 流下式蒸留器 falling-film still 

1 分子蒸留法 (3) 回転式蒸留器 centrifugal still 

肝油を高度の真空 (10-'~IO-•mmHg)中で加熱すると， 工業的に行なう場合は肝油を薄朕状にして蒸留するのが良

ビクミソAは破壊されずに蒸発面から飛出すようになりま いので(2)と(3)が用いられますが，本邦で専ら使用されるのは

第 1図分子蒸留工程図

1. 回転ポン プ

2. 油噴射ポンプ

3. 油拡散ポンプ

(2)です。

流下式蒸留器 次の部分から

できており，工程は第 1図に示

しました。

(1) 前処理装監 原料肝油の

水分， 臭気物質，空気などを

除いて分子蒸留を行ない得る

ようにするための装監です。

(2) 蒸留器前処理した肝油

を蒸留する本体で，肝油は蒸

発面の上部から簿膜状に流下

させて加熱し，冷却された凝

縮面によりビタミ ソAの留分

を捕集します。

(3) 真空装置全装置を真空

に保持するもので，回転ポソ

プ，油拡散ボソプ，油噴射ボ

ンプを適宜組合せます，
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分子蒸留法によるビ久ミソAの涙縮は1937年に Hickman

によ って報告されましたが，本邦では1950年前後に最も盛ん

に行なわれ， 1日の処理能力 1トソのような大型蒸留器が用

いられ今日に至り ました。

2 けん化濃縮法

工業的には通循次の方法で行なわれ，ビタミ` ノAは 1g当

り， 100万単位以上に浪縮されます。工程は第2図に示しま

した。

(1) 位位化 原やi油に力七イ ソーダのメタノール溶液を加

え加熱してけん化します。

第 2図 けんィヒ濃縮工程図

(2) 麟次に水を加えてうすめ，ペンゼソを用い，塔式

か向流式の抽出装罰により不けん化物を抽出します。

(3) 脱ステリソ 次にベソゼ｀ノを除き，メクノ ールに溶か

して一10~-20°c に冷却して析出するステリソ類を除き

ます。

(4) 尿索処理 次に尿素を加えて生ずる尿索附加物（不純

物）を除きます。

(5) ユ テル化 (4)で得られるビタミ ソAは遊離のアルコ

ール1世ですからエステル化してビタミンAバルミテートか

ビタ ミソAアセテー トにします。

(6) 浪度調製 最後に大可油などの食用植物油を加え適当

※ 

パルミチン酸クロリ F
又はアセチルクロリ F

表 本邦における肝油ピタミン油の分類

第7改正日本薬局方（医薬用）

品 名 I ピタミ` ノA C単位/g) I起 源 I性 状

肝
油 I 2,000以上 Iマダラ，スケソウダラの 1黄色～鮮黄色

肝油 澄明油

強 肝 油 I 10,000以上 I水産動物の肝油 I黄色澄明油

ピタミソ A油 33,000以上 水産動濃縮物の肝油， または I黄色～類かつ
その濃物 色油

強ビタミ ノ`A油 I 100,000以上 閃上および合成ビタミ｀ノ I同 上

第 1版食品孫加物公定書（食品用）

名 l ピタミソA (mg/g) 

ビタミソ A油

油性ピタミソAI 
脂肪酸エステル 1

300以上

注 ピクミソA300mgは100万国際単位に相当する。

品

30~300 

I起 源 I性状
水産動物の肝油，または

黄~'/-廿赤とう
その浪縮物，および合成 黄色油

ビタミ` ノA I 
同 上 ＼無色～常赤淡：黄竺 ］ 

※ 

なビクミソAi農度に闊製して製品

とします。

3 肝油・ピタ ミシA油の分類

弊社では前記猿縮法を板柏工場

で実施し， カワイ肝油ドロ ッブは

じめ各種製品の原料用として臭味

良好で高涙度の肝油， ビタミン油

を生産してまいリました。次に本

邦における分類を表にして示しま

した。
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日本股林規格 （農林物汽規格法）

品名 I起 源 I性状 1 備考

粗 肝 油マダラ，スケソウダラ， 幣かつ，だい 飼料用，そ

（ビタ:: ノ油） 1サメ ，油カレイ，その他 だい色～深赤 の他の原料

Iの魚類または鯨のIIF油 かっ色 特~4等の

I 稲類あり

文献 （弊社関係）

ピタ ミソA油の分子蒸留における遠心式と重力

流下式の比較 山下 ・徳田（製造部長）ら ：真空

化学 9. 10 (1961) 

粗肝脳油の輪出規格 （輸出検査法)

ビタミソA (l.l.I.g) I {i/『
I 45°cで透明， 水分な し

II B級 l 同 ー上 1 水分0.5%以下

低単位A級 I 850~4万 I 水分 lo/o以下

品 名 考

裔単位A級 I 4万以上

注 I.U.: 国際単位

参考文献

1) 第7改正日本薬局方第 1部 ：日本公定瞥協

会，広川；I}店発行 （昭和36年）

2) 坑 l版食品孫Im物公定古追補2: 厚生省，

日本食品衛生協会発行 （昭和36年）

3) I!!: 林物賓規格法 ：此林省告示283号（昭和

28年）

4) 輪出検査法 ：殷林省，通商産業省第 1号

（昭和33年） （学術部長）

Bーヨノ一ーン ([J-lonone)

＼
．‘_ー
／す

は
で

印
り
矢
誤（
 

〔分子蒸留〕

※ 前号記事訂正

No. 29 11ページ「本邦におけるビタミソA関係原料の製造工程一既

図」の中に左の誤りがあり ましたので訂正いたします。 （係）

11111111111111111111111111111111111111111111111111,1111:1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111:111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

~ 
全 校服用への提 言

..11 東京都批田谷区山野小学校

捉渡教諭 斉藤コウ

■ 健康が第一

古語に 「命あってのものだね」ということがありますが，

健康なときは学校の成組が悪いとか，迷に通わないと人にお

くれるとか， 一日何時間以上勉強しなければと，子どもを机

にかじりつかせているお母さんも，一度子どもが病気になる

と，丈夫でいてくれたら，そしてすなおな子としてすくすく

育ってくれればと思うものです。

学校教育においても健康教育があらゆる面での教育の基礎

であることをう っかりすると忘れがちです。

教育基本法第1条の教育の目的のなかに， 「自主的精神に
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充ちた心身ともに健全な国民の育成.J ということが明示され 生でありましたので，教育の場ではわがままは認めないとい

ているのはご承知のことと思います。また，第3条には教育 う学校の方針により進みました。校長先生の学校保健にたい

機会均等をのべ教育上の差別はされないよう に示されており する温い理解がほんとうに大切だと思います。子 ども， 先

ます。健康指禅にあたっても一人一人の実態を充分把握しそ 生，親からも今は大変よろこばれています。また学校給食の

の上に立って共通なものと，個別的なものとを知り ，健康の 献立作成栄狡羅計算などやっていますが，常に頭の中は

保持増進を考えなければなりません。 ① 児蹴がよろこんで食べる給食にしたい

■ また足りないピタミンA
③ 伝染病中毒など出さない

R 基準栄養鼠は確保したい

現在学校給食を通しまた，いろいろな場を通して食改善は ことが離れません。9謡もたん白，脂肪は基準批食品から充

されているものの，一番不足しておりそれが子どもの健康に 分摂取できますが， ビタミソ特にA, Cはどうしても強化剤

関係のあるものはビタミン問題だと思います。学校給食では で補給する外ありません。

ビタミソBは強力粉その他で，Cはミルクに赤加されていま 文部省で学校給食栄養分析をおこな った栄猜摂取状況によ

すが， Aは一応は孫加されているもののまだまだ不足してお りましてもビタミソAが不足と発表されています。ビタミソ

ります。 Aの不足は肝油で補給する外ありません。

■ 養護教諭の在り方

過去においては習t貫的に，希望者に学校であっせんしてお

りましたが，服用しない子どもと服用する子どもとあります

と，心理的にも教育的にもよい方法とは申されません。

私がA校におりましたとき，希望者服用をやっていま した

が毎日のように入れ缶ごと肝油がなくなるのです。

ある日一人の子どもに聞いてみましたら，泣きながら，み

んなが食べているのに，ぼくも食べたいんだと，そのとき，

ああ私が慇るかった，今服用していない児童にたいしてどの

ようにおわびしようか，教育者として子どもの心をこのよう

にした私が， 自分の子がこのよ うな立場であったら どうであ

ろうと，つくづく考えさせられました。

学校はどこまでも教育の場であるべきで，保健教育，給食

教育として全児童服用がのぞましく ，私はぜひこのことを希

望します。いろいろと反対もあり困難なことはいくつもある

と思いますが，積極的に学校保健にその能力を発揮する こと

こそ釦護教諭の在り方であると思います。

■ 全校服用にふみきって

私は 7年前から全児童服用にふみきったのですが，最初は

① 肝油よりカルヽンウム

＠ 特異体質

③ 家で栄務剤を

などいろいろと反対もありました。さいわい理解ある校長先

昨年 9月から新しい学校にきましたが，前任枚と同じよう

に全児蛮服用を実施しております。服用できる子どもより服

用できない子どもにこそ服用させてやりたい。一つの学校よ

り二つ三つの学校へと，児蛮のため微力ながらも辛胞強く大

きな結果を期待しつつ頑張ってみたいと思っております。

r- ·· ······· · · ····················--··-·· ·------·-····-··-·•-•-········ ..... . .. ..... 

あとがき

オリンピック は国をあげての大行事，その衝に当られ

る方々のご苦労は想像に絶するものがあろう。

さらには，それが一時的なものでなく， 日本の将来へ

の頁献が期待されるものであることを，広い視野からお

説きくださった木下先生の玉稿をもって紙面を飾 り得た

ことを喜ぶ。

＊ 祭典は典｛『のままゆめに入る

いつもながら吉田博士の説得力にみちたお話，今回を

もって完結した清水縛士の ‘‘肝油の製造について"は，

ともに好個な読みもの，

＊ ページ繰れば秋灯いよよ静もりて

児蛮愛に立脚した全校服用に対する斉藤先生のご信念

； には，同じ道を歩む方々の共惑があろう。 i 

i * 問閉児いとしやわれ親となりてより ： 
！ このたび，ア 、ノケート用紙を入れました。ご多用中恐 [

！縮ですがご協力のほどお願いいたします。 （係） ！ 

--・-----------------------------・--・---------------------------------・・----・-----------------
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